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しかし，排ガス中のNOx の主要成分であるー酸化窒素 (NO) は水に難溶で、ある(1.92x 10.3mol/ L , 25 0C)。微
細藻類は同化的窒素代謝系 (N03 -• N02 -• NH4 +→glutamate) を有することから， NOを水に容易に溶解する二
酸化窒素 (N02) に酸化できれば，窒素源として利用できる。そこで，光合成によって発生した酸素がNOを N02に
酸化し， これがN03 -および:N02 ーの形で，藻類に資化されるという作業仮説に基づき， NOの生物的処理について基
礎的検討を行った。また， NOを効率的に処理するためには培地と通気するガスの接触時間が長く，光の利用率が高






100 --300ppmNO通気条件下で、良好な増殖を示し，通気したNOの約50%を処理した。つまり 15% の C02を含む300p 
pmNOを 150 mllmin の流速で通気した場合，直線増殖期の細胞において 4L のリアクター中で 1 日当たり約40mg


































つになっている o 本研究は，排ガス中のC02' NOx の同時処理リアクターシステムを開発し，水に難溶性のー酸化
窒素 (NO) を効率的に除去することに成功した成果をまとめたものである o
新たに開発された微細藻類利用システムによるNOの処理には，藻細胞と酸素が必要であり，藻体の光合成に由来
する酸素だけでなく，気相に添加した酸素もNOの処理に利用できることを見出した。さらに，細胞濃度が十分に高
い場合には， NO処理の律速段階は気相から液相へのNOの溶解であることを明らかにし，内部循環式のリアクター
を採用することによって気液接触面積を増加させ， NOの処理効率を向上させることに成功した。また，処理された
NOは微細藻類の窒素源として資化されることを確認し，窒素制限連続培養システムにおいてNOの安定な連続処理
が可能であることを実証した。
本研究は，アンモニアを還元剤とする従来の接触還元法に代わる，環境調和型の新たなNO処理システムの可能性
を提示している。環境生物工学に寄与するところが大きく，本論文は博士論文として価値あるものと認められる o
-499-
